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　山々では雪も解け、高山植物が花を咲かせ登山に適した季節となって来ました。最近は登山ブームで山
に登られる方も多いと思います。皆さんが、登られる山のなかに火山があることをご存知でしょうか。北海
道には31の活火山があり、うち雌阿寒岳・十勝岳・樽前山・有珠山・北海道駒ケ岳の５火山は火山活動
の状況に応じた「警戒が必要な範囲」を踏まえて防災機関や住民等のとるべき行動を５段階に区分する「噴
火警戒レベル」の発表対象火山です。
　現在、登山規制があるレベルとなっている火山は北海道にはありませんが、平成26年9月の御嶽山の噴
火により大勢の方が被害にあう痛ましい災害が発生しました。
　今回は、そうした火山に登る際に参考にしていただくため、新しくなった「噴火予報」についてご紹介し
ます。
　気象庁では、平成20年3月から「降灰予報」の運用を開始しています。これは日本国内の火山で一定
規模以上の噴火が発生した場合に、おおむね6時間先までに降灰が予想される地域を発表するものでした。
その後の研究で、降灰の量についても予測が可能になり、平成27年3月から、これまでの降灰予報をバー
ジョンアップし、より詳細な情報を伝える新しい降灰予報を開始しました。
　新しい降灰予報では、大きく次の3点が変更となっています。
　まず第1点として、従来は「いつ、どの地域」に火山灰が降るかという、地域に関する内容でしたが、
新しい降灰予報では、「いつ、どの地域に、どのくらい」、火山灰が降るのかの降灰の量的予想を加えた内
容となります。
　第2点として、従来は噴火後に予報を発表していましたが、新しい降灰予報では「噴火前、噴火直後、
噴火後」の3段階に分けて予報を発表します。
　第3点として、降灰が予想される地域は、これまで都道府県ごとに発表されていましたが、新しい降灰予
報では「市町村ごと」に発表します。
　降灰予報が発表されると、気象庁ウェブサイト内の「防災情報」などに記載されるほか、気象庁から報
道機関などに情報提供されますので、テレビやラジオなどでも知ることができます。
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